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●群馬クレインサンダーズ
市長　群馬クレインサンダーズがB１（男
子プロバスケットボール1部リーグ）に昇
格し、7月1日から太田市へ本拠地を移
転しました。プロスポーツというのは、まち
の元気につながります。みんなで大事に
していいチームになってもらいたいですね。
加藤・白石　産業界としても全面的に盛
り上げていきたいと思っています。
加藤　63年前になりますが当時の商工
会議所会頭が会報誌（創刊号）で、都市
の発展に人口の増加が不可欠だと言っ
ています。今でいう交流人口と定住人口。
太田市はその積み重ねの中で発展して
きましたが、サンダーズの移転もまさに交
流人口の増加につながりますよね。
市長　そうですね。B1になれば、近隣だ
けでなく全国から試合を見に来る人もい
ますから期待できますね。

●観光
加藤　交流人口ということでは、観光資
源もその一つですね。今、白石会長と世
良田東照宮をいずれ国宝にできるよう動
き出しています。
市長　東照宮は太田市全体でみてもPR
できる場所だと思います。そういう意味で
は金山城も最近は人気がありますね。
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●都市計画
市長　工業誘致のため、工業団地の造
成も一気にやりました。201haほど市街
化区域に編入しました。太田のまちの景
色が変わっていくかと思います。
加藤　そうですね。工業団地の積極的な
造成により企業や工場が誘致されますの
で、人口の定着にもつながりますね。
市長　ただ、藪塚地区は少し中途半端
な状態です。特定用途制限地域という指
定をしていますが、議会などでも幹線道
路周辺の規制緩和についても意見が出
ています。
白石　まちの発展を考えると、行政のき
ちんとした構想はやはり必要です。特定
用途制限地域という漠然とした都市計
画の中で、大きな工場や施設を誘致しよう
としても制限で進まないケースがあります。
市長　例えば倉庫を造るだけでも、用途
によって制限がかかります。せっかくイン
ターチェンジがあるのに、それを活用せず

ブレーキをかけている気がします。新田の
西部幹線道路の西側もやはり調整区域
で、何もできない状況ですね。

●西部複合拠点施設
白石　西部の複合施設の進

しんちょく

捗状況はい
かがですか？
市長　市民の皆さんとの意見交換をやっ
ています。行政センター、図書館、保健セ
ンター機能を備えた施設になります。
白石　完成はいつ頃ですか？
市長　3年後ですね。緑の多い雰囲気の
良い施設になると思います。西側にショッ
プができればさらににぎやかになります。

●教育
市長　行政の施策は意外と大事で、工
業団地をはじめ教育などの環境が整え
ば流入する人口も増えます。
加藤　確かに教育施設が充実している
と人は集まりますよね。その点では教育
は大切だと思います。
市長　教育施設が充実している市を見
ると、やはり優秀な人が集まっているよう
に思います。太田市も教育には力を入れ
ています。
白石　太田市は高校生までの医療費は
無料になっていますよね。子育ての環境と
しては恵まれているかと思います。
市長　そうですね。最近は貧困や虐待の
問題もありますので、今後は生まれた子
どもたちへの支援も考えていきたいで
すね。

加藤　自然災害への対応について、新
市民体育館には防災機能があるようで
すね。

市長　今の問題は新型コロナです。早く
ワクチン接種を終わらせて、まちを落ち着
かせたいと思っています。
加藤　コロナと半導体の影響でスバル
車の生産は落ちていますが、北米での需
要は高く、造れば売れるため販売は好調
です。一刻も早くこれらの問題が解決で
きればと思います。
白石　商工会の活動を見ていても人と
人とのつながりが大切だと感じています。
人の力こそ、これからの太田市をつくって
いくのだと思いますので、その点は楽しみ
です。

加藤　登山ルートがいっぱいあるのも魅
力ですね。
市長　健脚の人向けから、上まで行けば
誰でも歩ける初心者向けのコースもある
ので、半日くらい楽しめます。
白石　太田市は観光資源がぽつんぽつ
んと地域が離れていますが、うまく連携で
きればお客さんが来てくれると思います。

地域活性と
交流人口の拡大

まちづくりの未来図

災害への備え

これからの展望

左から加藤会頭、清水市長、白石会長

　清水市長と市の産業界を代表する加藤会頭・
白石会長で、これからの太田のまちづくりを中心
に意見交換をしました。
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市長　災害用の備蓄品は充実する予定
です。あとは避難所としても新たに機能す
る予定です。令和元年の東日本台風で
体験したように、南側からの水が出ること
を覚悟しながら対策を考えなければなり
ません。
加藤　工場などを持つ企業は、できるだ
け災害が軽く済むような自主防災を進め
ています。それに対して行政などが支援
をすると、いざというときに減災につなが
るのではと思っています。
市長　確かにそうですね。行政も水害に
対して河川改修など対応策を進めていま
す。頻繁に冠水する場所には地下に調整
池の設置を検討してもいいかもしれない
と思います。
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